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大

正
方

面

か
ら
国
道

３
８
１

号
で
窪
川
の
街
中
に
入
る

時
に
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
と
ホ
ー
ム
セ

ン

タ
ー
を
過
ぎ
、
す
ぐ
に
四

万

十

川

を

渡

る
．
渡

り

き

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
が
新

開
町
で
あ
る
．
信
号
を
有

折
し
占
見
川
を
渡
る
ま
で
で
、
左
手
に
迫
る

占
渓
山
と
吉
見
川
に
挟
ま
れ
た
三
角
地
帯

で
あ
る
．
以
前
は
、
吉
見
川
が
四
万
十
川
に

突
き
当
た
る
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
近
代
に
な
っ
て
四
万
十
川
の
流

れ
に
治

っ
て
合
流
す
る
形
に
変
え
ら
れ
た
．

古
渓
山
上
に
は
、
慶
長
６
年
（
１
６
０
１

年
）
十
佐
藩
主
山
内

＾
野
の
命
を
受
け
て
、

家
老
で
あ

っ
た
林
勝
吉

（か
つ
よ
し
）
が
築

い
た
占
渓
城
が
あ

っ
た
．
林
勝
占
は
、
こ
の

時
、　
．
豊
か
ら
「山
内
」
の
姓
と
一
ご

の
字

を
与
え
ら
れ
、
山
内

一
占

（か
つ
よ
し
）
と

称
し
た
．

一
吉
は
、
城
の
麓
に
上
居
（元
は
防
御
の

た
め
の
上
塁
の
こ
と
で
あ
る
が
、
中
世
以

来
、
土
果
で
防
御
さ
れ
た
屋
敷
の
こ
と
を

い
・２

を
構
え
た
［
十
居
屋
敷
に
は
山
内
家

の
住
居
の
他
、
馬
屋
や
武
器
庫
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
周
囲
は
土
塀
で
囲
ま
れ
て
い
た
．

こ
れ
が
新
開
町
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
し
た

が

っ
て
、
以
前
は
新
開
町
を
「御
Ｌ
居
（お
ど

い
／
お
ん
ど
い
ご
と
呼
ん
で
い
た
ら
し
く
、

ご
年
配
の
方
々
の
中
に
は
今
で
も
そ
う
呼

ぶ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
デヽ

窪
―――
村
周
辺
３５
カ
村
を
任
さ
れ
た

一
吉
は
、
・
）の
土
居
屋
藪
を
拠
点
に
周
辺
の

整
備
に
励
む
．
ま
ず
、
占
見
川
に

橋
を
架
け
、
現
在
の
茂
串
町
や
本

町

一
帯
に
家
臣
を
住
ま
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
と
軍
事
の

要
衝
で
あ

っ
た
窪
川
の
警
備
体

制
を
整
え
た
．
古
渓
城
自
体
は
、

１
６
１
５
年
の

「
一
日

一
城
〈ど

で
廃
城
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、

窪
川
山
内
家
初
代
で
あ
る

一
吉

以
降
六
代
に
渡

っ
て
、
土
佐
藩
家
老
と
し
て

窪
川
の
警
備
と
統
治
の
任
務
に
あ
た
っ
た
。

し
か
し
、
１
７
１
７
年
に
後
継
ぎ
が
絶
え
た

こ
と
に
よ
り
、
た注
川
山
内
家
の
役
割
は
終
わ

る
（
そ
れ
以
降
は
、
明
治
の
世
に
な
る
ま
で
、

在
番
役

（
い
わ
ば
出
先
機
関
と
し
て
の
役

所
）
が
置
か
れ
る
な
ど
、
藩
主
直
接
の
支
配

と
な
っ
た
の
で
あ
る
ヽ

現
在
の
窪
川
の
街
の
成
り
立
ち
は
、
新
開

町
か
ら
始
ま

っ
た
と
言

っ
て
良
い
．
茂
串
山

城

（旧
窪
川
町
役
場
の
南
の
茂
串
山
上
）
が

あ

っ
た
戦
国
期
に
は
、
ま
だ
「街

一と
は
言
え

な
か
っ
た
窪
川
は
、
．
吉
に
よ
る
古
渓
城
築

城
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
麓
に
築
か
れ
た

十
居
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
、
い
よ
い
よ
一街

一

と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「御
土
居
」
新
聞
町
に
は
、
現
在
７‐
世
帯
、

１
５
９
人
が
暮
ら
し
て
い
る
．窪川山内氏が続治を

任されていた頃の絵図の写し

吉見川が四万十川に合流する

適正恒imRJ1 7月 ]]□

リン酸 ≦ 10  0421
出生  死 亡  転 入  転 出

男    8,327   2 男 5 14 10
女    9,302  -7 女 12 15 14
言+   17.629  -5 17 29  24

世帯数 8、 607 (6月 中 の尼 出 )

窪川地域 12,389人  大正地域 2,506人  十和地域 2,734人

20178月 号

Vol.1371毎 月10日 itt行
|

前月比(6月 30日 ) 人口

四万十川の

水質状況 硝 酸 ≦ 05   0567
アンモニウム ≦ 50測 定範囲以下

≦ 10    005アニオン活性剤

化学的酸素要求量 ≦100測 定範囲以上
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